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土木分野における女性技術者の現状と支畿の動向
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Women accounts for only some2% of civil engineers in ]apan and that is signmcantly small 

compared to the engineers of other fields. or the target “30% by 2020" set by the government. 

However. supports for women civil engineers in ]apan first began in the 19808 and is now 

expanding to the private宣rms.1n this study， the statistics of wo防相 ci吋1engineers are grasped 

at主rst.Then the activities by五rms脅 academicsodeties鉛 dorg謹nizati，ωofwomen dvi1 en必neers

are reviewed toおれherdiscus器 thepossibility and challenges. Conclusion includes t泌総por捻nce

of 30-year dedication by the self-help groups of women civil engiぉeers.総 dthe need of awareness 

and leadership by the top management for effectively supporting women dvi1 engineers. 
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1.，まr.;めに

土木分野は設が簡の議業の中でも，もっとも女性

が少ない工学分野の一つである.2005年の関勢欝きを1)

によれば，土木投書若者に占める女性技術者の割合はわ

ずかに2.2%であり，技術者全体の7.7%の1/3以下の水

準である.一方，学生については，現在は

科Jの名簿を残す学科が議られるた高;詳織な矯報を

諮議することは額難であるが，土木学会の学生会箆で

見れ成斡600名の女性の学生会箆がおり， 1舗を競

えている.

も，数の上では明らかに少ない女性の土木技

櫛殺であるが，土木学会や地盤工学舎を始めとする関

連学協合だけでをく土木技締者女性の会などのi遺体じ

よって，男女共同参麗に!蒔けた話発な取り組みが進め

られている.

らは土木学会教育金額・人教育或委員会の下に

されとダイパーシティ議議小委員会のメンパーと

して，土木学会における譲り組みに関わっており，関

連する企議や学協会などと連携した活動も展開してい

る.そこで，材高では，これらの経験と主として土木

学会における活動を通じて抱擁した，土木分野におけ

る女性技識者の現状と女性投締者の支援の敷島，今後
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の課題について述べる

2.土木分野ιおける女性技補者の状況

2. 1 土木分野の控議

本職で対象とする土木分野は.およそ土木学会の定

義に従う.具体的には，官庁・独立行政法人，地方公

共毘体，水欝捺，その鎗公社，協会委鉄道主

ガス，建設業Jコンサルタント，撃退・その勉学技・

学会である. また蕗等教育機欝ではこ土木工学，建設工

学，者~車工学などの名称の学科で教育が持われている，

まずは，各種統計資料より，土木分野の女性技術者

の概数を把握する.

2.2 土木分野の女性技衛者数

閤勢調査1)によれは 2005年10月1呂現殺の土木・

灘量技季語者は306.797名であち委このうち女性投籍者

法2.2%の6.640名とされる(表 1).土木学会や議議

工学会の会異議成2).3)を見てもほL玄関じ害j合(土木

学会で777名， 2.5%. 地盤工学会で171名， 2.7%)で

あり(表2)，2%強が我が閣の土木分野における技

締者に占める女性技術者の割合と見てよいJだろう.な

こと木学会，地験工学会とも，学生会員に占める女

殺の言語合は10%議議と築く，今後，これらの学生が認

記事行することに持って，女性会員の議i舎がま議鎖
すると予想される.

女性技捕者の割合が2%強という値比他の技術分

野に比べても抵い.前出の閤勢調査の数値では，分離

として定義された技術者全体では7.7%であり.土木・
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言受1 技術者の後別構成

主主:2∞5若手1Of.11臼現在，

滋典:図書事務査の f様子守的・技術約職業後者葬者J1)の霊堂鐙をもとに警護まら作成

'重量2 学会の{際人会長ミ数の後刻構成

ji:土木学長訟は2010年8

お災:参考文護誌記). およりま友粋して審者ら作成.
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関1 ニ土木，首選愛技術者に占める女性の象i合の推移

灘震技術者の割合は賃金属製錬技術者に次ぐ低い鐙で

ある a しかし，緩若手の動向を比絞すると1985年の0.6%
から増加し続けていることがわかる(関1).

2.3 女性技術者の状翠

前節までに，こと水分野における女性技術者の動向喜久

複数の統計より諮援した土木技術者におめる女性の

割合はおおむね 2%強マあり，その総数試問勢線査

によれば6，∞0名前後であるー蕊た， 1980年代と比較

して，その議i合は議案に増加していること，学会の学

然余震に占める女性の綴i会がおおむね 1割j仁 正 会 員

に比べて潟いことなどから，今後も女性技術殺が増加
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することが英語待されている.

このような女子学生や女殺技術者の状況について晶

子引は， 19ヲ6年に実絡した玄米系学科の学科長及び

女子学生に対して爽施したアンケ}ト翻受から，女子

学生に対しては，修学上の蕊灘よりも就職指導待の記

織の必重要性があることを指摘した.さらに，、女子学生

からの， r女性技務者の戸そ開きたいjとの婆惑を紹

介した加02俸に岡村吉).6)弘ごと水系学科の女11' ~ 

梁生および女子学生に対するアンケ山ト調受給糸か

ら，女子学生に対する裁験指導の配慮としてt1…ルモ

デル綾添の必繋性や緩婚女性投策事?に対する家庭と仕

事の湾立支援の設要殺を指摘している.

土木学会が法人会長に災施したアンケート務驚から

は，半数を超える回答者拡女性技衡革まに対する課題

として「モデル之なる女性技術革雪の不在jがあげられ

ている7).8¥女性技術者の教についてのみ殺筏すれ

ば， 1996年代から現在たいたっても，個別の所E号線織

における数が少ないことによる身近なロールモデルの

不在が課題となっていることがわかる，

前述のように，土木系学科を卒:業した女子学生が土

木分野に就職すれば，今後，女性技術者の数は確実に

培加していくと予懇怒れる.しかし，土水分野に就職

しない学生も少なくないこと会考議すると，土木系学

科を卒業した女子学生がた水分野への就職を希獲する

ような環境懇僚が必婆である.そのためには妻女子学

工学教務 (J.ofJSE志)， 59陶 3(2011)



生に対する就職指導熔の配滋や金書案憾の女性技術者支

援の積緩的な絞り組みが必要不可欠である.

3.土木分野における女性誰術者支議

3. 1 1授業の絞り緩み

土木分野の食業や官庁による女性技術者の採用は，

1970匁代にはすでに始まっていたことが，土木学会誌

に終載された女性技筏替の麗談会れでもうかがうこ

とができみしかし，特例としてではない採用が進め

られるようになったのは努女議用機会均等法が施行さ

れた後の1990年前後であり，継続した採織が行われる

ようになったのは，最近のことである.また努女衆参向

参額，ダイパ}シティ〈人材の多綴性)の錐滋などの

文嫌による女性技術者の活F誌が緩織的に行われるよう

になったのはZ∞7~手携のことで為る，

例えは大成建設では2006若手に経営方針として女性

活躍推進に向けたポジテイプ・アクシ g ンに取り組む

ことを決定し.2007年に女性活路捻進室震を設獲して女

性技術者も含めた女性社潟支援の絞り組みを実施して

いる.この取り緩みは少子潟齢化社会を前提として，

性別を関わずに優秀な人材を被保し主主義させること，

社内を活性化させて会業競争力安強化することを践的

としているlO).I!)緩路建設，機水建設も2009若手壌に

ダイパ…シティ主主進担当部壌を設置している，清水建

設では食業における人材の多様性を自殺す文採のや

での女性技術者支援の絞り緩みを行っていることが，

2010年の土木学会主儀のツォーラムにおいて紹介され

た12) また，数官菱自擦については.2009年にフジタが

社員に占める女性社員の割合を混在の3%から 1認に

する数緩寝機を含む女性活用策告と発表しているゆ他

清水建設は女性の役戦者の比率の8機設定会合むダイ

パーシティ対応策をとることが2010年に報i撃されてい
る14)

3. 2 ~券会の駁り組み

土木分野を代表する学会の一つであること木学会は攻

在約3万人の会員会抱えている.その土木学会が刃刊

で発行すること木学会誌において女性技術者に関する話

援会最初に取ち上げたのは1976年である，その後，学

会誌の特集や逮戦記事などで女性技術者が絞り上げら

れたことは何度かあるが(例えば9).1日)，女性技術者

の支援を継続豹に担当する委員会が設設されたのは

2∞長年仁ごく最近のことである.

土木学会における組織だった取り意義みは，米磁土木

学会 (ASCE:Am企ricanSodety of Civil Engineers) 

の会長に女性として初めて就任したパトワシア・ギャ

ロウェイ (PatriciaG量lloway)の采aに会わ-ltて開催

された女性土木技緩ままの特別座談会を機に2004年に

ジェンダ}関感検討特別小委災会が裁量されたことに

始まみ 2∞S年には常設の努女共同参頭小委員会とな

り， 2010年にダイパーシティ推進小委表会に名称を変

3をして活動を織緩している.現在;え努性7名，女性

9.:ttの16名が委震として所属している"

ダイパ…シティ捻滋小委員会令中心とした土水学会

の活動岡村による学協会における男女共同参磁に

爵する活動の分類16)に基づき毅翠した{袋3).取り

組みは.rジ3ニンダー問慾の機進化jによる問題認識

の毅灘に始まり，研究討議会の開催，法人余震に対す

るアンケート競査の他.若手次学術講話話会等における一

時保育サーピスの実施の働きかけ，フォ…ラムの務機

など，主として悪事発活動?ある.r女子中高生哀の学

校」は(独〉国立女性教育会館と日本学術会議が主銭

し，現工系の学協会で構成される身女共j湾参蘭学協会

逮絡会を始めとナる数多くの学協会の共?援により実施

されており，土木学会も総数工学会と合同でポスター

E主主誌やキャリア総談などに参加している.

20酪若手に実施された法人会長uこ対するアンケート潟

表3 土木学会における取り組みの分類

注..分類，絞り組みは，

分告さには該当ナることを2訴す.

:ζ学毅普ま (J.ofJSEE) ， 5詰必(2011) 109 



ヨを畠}では， ごと水分野の男女共同参麗に詩還しごと木学会

に対して，組織における「管葱殺iぬけの意議機発活動j

への期待がもっとも多いことが把握された.このこと

から，女性技術者支援も舎か男女共持参蘭の滋燦には

食業や綴織の意思決定溜への錫きかけが主重要であるこ

とがわかみ

ポジテイブ・アクシぉンの塁審礎とされる女性会鎌数

の把握と公表は，土木学会では2悌4年より行われてい

る.先に述べたように正会員では女伎が777名， 2.5%
と，男性に比べて極端に少ないことから，土木学会

における女性の参績の数悠滋様を定めることは襲撃し

い17) 土木学会の議j怒決定j滋からは，滋悲別的なア

ブア…マティブ・アタションとなることへの懸念にも

とづく，ポジテイブ 4アクションに対する燦重な姿勢

も7ft怒れているゆ，

海外では米箆こt水学会 (ASCE)の取り組みがある，

ASCEは，ぷ∞0年に土木工学におけるダイパーシティ

及ぴ女性に関する祭箆会(Committ斡 'onDiversity 

and Women in Civil Engi出 ering)を設援した.

では.ASCEの方針の…つである「ダイパーシティ

と平等の遥成o実現jをま獲さ当している‘ ここマいうダ

イパーシティ及び王子等は，人種.l語族，宗教，年齢，

性別，性的志向警捜籍など令含んでいる紛，鈴問委

民会の綴多裂による Leadershlpand M初詰gementin 

Engi泌告ring銘の「土木の女殺j特集号マは，

路懇談プロジよヰクトを護主管した女性技術者へのインタ

ビューなどを含む産官学における女性技術殺の1)_ 

ダーシツプに関する論文を取り土げている21)

3.3 女般技術者による淑v)絡み

我が閣における:土木分野の女没技術者文援の絞り緩

みの務室長すベ診ものとして，女性技術者自身によって

れた f土木技術革ま女性の会j惑と挙げることがで

きょう.ことオ完投総者女性の会は， 1982年の土木学会誌

の獲談会事}で問!察した女性技術者が. 1983年 1丹に

30名のメンバーで設立したff意盟休である.先に述べ

た企業や学会等の組織立った支援が始まる以前から約

30若手にわたり，独立した佳怠間体として活動を綴げて

記
、ふ

いる句会奥の所属は官公庁建設会社，コンサルタン

トや教育・教育研究機関の議箆やフ 1)…ランサ}など

と綴JAく. 2010年7fj現在. 150名が会資として登録

している a

活動の自約は女性技務者の突の向上と活動しやすい

環境づくりであり，荒廃する念業や邸体の援を縫えて

形成された人的ネットワークにより，議瞥会や現場見

学会などの跨儀，会総の発行などを行っているお¥

対外的な活動の成糸としては，女子学生に向けた

キャリアセミナーの謝儀や土木分野の女役技術者の

ロールモデルを紹介する静子rCivilEn訴即位への若手j

の2皮の発刊紛，紛などがある.さらに，女慾のトン

ネル等の坑内での労働の規秘については，当事者から

の跨慈提起をきっかけとして緩和への働きかけを行

い，労働恭機法第六十図条の改正へと結びつけたお

土木分野にiえこと木技術者女性の会の他にも，造E誌
をどの間体が独闘の取り緩みを行っており，これらに

ついては，雑誌 f懇談業しんこうJが.200哲学2月か

ら「リレ}レポート 建設撲で働く女性たちの現状j

と怒して，逃載で取り上げた紛.また，土木系女子学

生の組織としては，務系学院大学に事務局を蜜く

国土木系女予学生の会Jもあり，ぬ90年壌から継続し

て洛動を続けている.

4.今後の課題

土木分野における女性技術者支援は，当初は女性技

術殺の自助努力を中心として滋み，この数年，土木造教

会などとの綾織をつなぐ取り緩みが活発化ナるととも

に，大事の建設会社にダイパ…シティ推進の…環とし

て女性技術者を支援する激怒が始まったことを把握し

たこれらの主体の取り総みと取り級みのます象を表

4に整遜した.2007年漢に始まった組織のダイパ…シ

ティ文援部饗iえ所総ずる女俊投策者及び関連する社

内組織を対象とし，休暇やメンタ…，社内のネットワ

クなどの支援を行っている.また，土木学会をはじめ

とする学協会では将来の学会を支える女子学生，女

性技術者，また，学会に務認する法人会員である綴織

議4 土木分野における女性技術議文緩の主体と対象
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i (土木学会事総数工学会発事)

|女役技術者の綴織

I (土木技術者女伎の会，会図土

いド系!7::r宅金主主の会毒事}
一 一 一

O o 

主主:表冷の記号は，総織ごとに.01ま去に取り組んマいる，。対象となる耳立与豪華みがあることを示す.
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や業界を対象とした啓発や，所属綴織を越えたネット

ワ…クの場の築供などが行われだいる.

一方，ニ土木技術考女性の会に代表怒れる女性技務者

による級織はき企業や学協会の取り組みが活発イじする

以前から継続して攻り組まれていたPJf凝組織の整会

超えた人材の繋の向上や労働環境づくりだけでなく，

対外的な取り組みへも広がっている，

このように，土木分野における女性技術者の支援比

近年に護るまでき2として，女性技術者たちの自助によ

るものが主体であった.近年になって企業を中心にダ

イパーシティ推進の文援で女性技幸義務への支援が始

まったが，女傑技衡きまの数，沈若手ともに少ないことも

あって，現夜でも綴部の女性技術者の問媛玖女性技

術者の支援策を講じることが男性技術者に対する逆登

別的な取り組みであるとされることもある.女性技術

者支援が綴織の緩営戦略の…環として佼議づけられ，

関巡する主体が迷携した取り組みを進めることが，土

木分野における女性技術者支援の課題?ある.

らおわりに

本織の執委表にあたり. 1982年の土木学会誌に鋳載さ

れた女性土木技術者の座談会の記事を読む機会を得

たおよそ30年前の女性技術革ぎたち(現在も務役であ

る}比今日のこと木分野の女性技衛者たち令巡る状況

をどう見るだろうか.

当時に比べ，土木分野の女性技術表の数はま設えた

女性技術者自身による不断の取り緩みにより，藤談会

のトピックとしてあげられた「トンネルに入れない女

性」を作り出していた法律は改正された， しかし，土

木分野において，女性は未だに「先駆者jであり.r管
現職に向くかどうか」が議論の組上にのっている.

このような環境のもとでは誓女性技術者の支援を綴

別の女性技術革まに鏑夜ずる問題としてとらえるべきで

はない.女性技術革をの支援策が，儲値観とその背景と

なる性別，出身.!rf.議舎などの多様性を活用して社会に

愛獄する技術者を支援するという組織，社会の大きな

どジ沼ンの一環として位稜づけられなければ，次の30

年も状況の変化は望めないのではないだろうか.女性

技術者支援の問題は，穏キ人の努力による鍛別最適の

積み重ね以上に，綴織の窓思決議絡の関与が求められ

ていると，百々の活動を通じて感じている‘
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